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○問題と目的 
F 校高等部の家庭科教育では、衣食住分野の指導実践に加

えて消費者教育にも取り組んでいる。生徒はそれぞれ卒業後

の生活に夢を抱いているが、実際にその夢を実現するための

方策について、具体的に学ぶ機会はこれまで多くなく、殆ど

の生徒は周りの大人がどうにかしてくれる、いつか自然に夢

が実現するのではと思っているところがある。卒業後の長い

人生を豊かに生きがいをもって生活してもらいたいと考え

ると、生徒の夢を夢で終わらせず、具体的に示す必要がある。

そこで、生徒に自分の夢を叶えるためにどれほどの金額が必

要か、またその夢を実現するためにどう行動していくのかと

いった具体的なライフプランを持たせることで、生徒自身が

これからの目標に向け、前向きに人生を生きる力につながる

ことを目指して実践研究を行った。 
 
○方法 
【対象】F 校高等部 2～3 年に在籍する生徒 13 名を対象とし

た。（知的障害：９名 自閉症を伴う知的障害：4 名 / 療育

手帳Ｂ１：4 名  Ｂ２：7 名 手帳未取得：2 名） 
【方法】「Dreams come true～夢をかなえるためにはどうした

らいいか考えよう」として、以下の流れで進めた。 
１段階：自分のライフプランを書き出す。（例：「25 歳で

車の免許を取る」「30 歳で神戸で一人暮らしをする」） 
２段階：実際にそれにいくらかかるのか、大まかな金額を

インターネット等で調べる。 
３段階：出来上がったライフプランをもとにキャッシュフ

ロー表を作成する。それをもとに、自分の夢を実現させ

るための具体的な方策を知る。（卒業学年は卒業後生か

すため「夢貯金封筒」と「万が一貯金封筒」を作る） 
【期間】2020 年 10 月～2021 年 3 月の期間に各学年 4 回に

分けて取り組んだ。 
【指導手続き】授業づくりの工夫を、以下に示す。 
① 収入は卒業後の給料を想定して月収 10 万円（年収 120

万円）と仮定。また共働きを想定し、結婚 1 年目より

月収 20 万円と仮定した。 
② 初めに書き出すライフプラン表には「結婚する？しな

い？」「車を買う？買わない？」等の項目を設け、そ

れ以外にも自由記述欄を設けた。 
③ キャッシュフロー表とパワーポイントのスライドを併

せて用いることでより理解が深まるようにした。 
【評価と分析】授業における生徒の行動記録、生徒の振り返

り記録、授業日誌などをもとに分析を行った。 
 

○結果 
高 2 の女子生徒 A（文中に出てくる生徒については、本人・

保護者、学校の承認済み）は卒業後調理師になりたい。その

後一人暮らしを経験し、28 歳で結婚、2 児の母になりたいと

いう夢持っている。調理師学校の授業料を調べ、高知市内の

アパートを検索し、自分の希望に合う物件の間取りや家賃を

調べた。子供が手を離れたら一戸建て住宅に住みたいという

希望もあり、住宅の購入についても調べることができた。こ

れらの情報をもとに、キャッシュフロー表を作成した。完成

したものをみて、20 歳で調理師学校に行くためには高等部卒

業後の 2 年間で毎月いくら貯金をしていけばいいか、一人暮

らしや住宅購入をするために引っ越し費用を含め、毎月いく

ら貯金をしておくべきか等具体策を学んだ。A の感想には「た

くさん不安があったが、がんばってやっていけばなんとかな

ると分かった。将来に希望が持てた。」とあった。 
Table 1. 生徒Ａのキャッシュフロー表の一部 
 
 
 
 
 

 
また、高３の男子生徒 B は、バイクの免許取得や購入費用、

購入時期を計算し、卒業式の翌月の初月給から、さっそく「夢

貯金封筒」に決めた額の貯金を始めることができている。 
 

○ 考察 
 キャッシュフロー表を用いて、思い描いたライフプランを

視覚化することで、実際に自分がどうすべきかの方策が分か

り、夢の実現のために意欲を高める生徒が何人もいた。A や

B 以外にも「心配が取れた」「夢を叶えるように貯金を頑張

る」と人生を明るくとらえられた生徒がいた。反面、自分の

描いていた夢が厳しいことが分かり、現実を知って再考を始

める生徒、自分の給料で身の丈に合ったプランに変更したい

と考える生徒もいた。キャッシュフロー表によってより明確

に自分の目標を立てられたり、現実を知ることができたこと

は、これからの長い人生を前向きに生きるために大きな成果

であると考える。 
 今後の課題として、キャッシュフロー表の活用の仕方が

ある。知的障害のある生徒がキャッシュフロー表の全てを

理解することは難しい。よりシンプルで分かりやすく、活

用しやすい様式のものを専門家と協力して作成していきた

い。そして夢がない生徒にどのように人生の目標を持たせ

ていくかについて、学級や他教科と協同して考えていくこ

ともこれからの課題である。（YASUOKATomomi, 
YAＭASAKI Toshihide,SUMIYAMA Shizue） 
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